
 

独自－１１： 新潟県長岡市
な が お か し

 （人口：２７９，０００人） 

 

（１）最寄りの交通機関と所要時間 
上越新幹線で１時間 30 分程度、長岡駅下車、長岡駅から現地までは受入農家により異なります。

 
（２）事業実施の目的等 
 ながおか援農システム「大地まるごと学」は、農業ってどんな感じ？という初心者の方から、
将来的には就農したい！という本格的な方のニーズにお答えするため、忙しい農家さんのお手伝
いをしながら、体験・学習をしていただくものです。  
そのことにより、農繁期における農家の人手不足解消、農業への理解を深めていただくことで、

消費者交流や就農・定住人口の増加を狙います。 
 
（３）体験の内容 

長岡市内の農家において、水稲、野菜などの園芸、畜産、養鯉などの作業のお手伝いをしてい
ただきます。 
 
（４）受入主体               （５）受入期間 

長岡市 
 農家により異なります。 

（詳しくは大地まるごと学ＨＰへ） 
 
（６）応募上の注意 

※費用負担 

傷害保険未加入の場合、ボランティア保険代 260 円が自己負担となります。 
交通費、宿泊費、飲食代について、全て自己負担です。 
ただし、長岡駅から各農家までの交通費、昼食等を受入農家のご好意により用
意する場合があります。 
また、受入農家へ宿泊する場合、宿泊費はいただきませんが、その分しっかり
とお手伝いをしていただきます。 

①要  件 農業に興味をお持ちの方、一生懸命農作業のお手伝いをしてくださる方 

②応募締切り 受入農家により異なります。（詳しくは大地まるごと学ＨＰへ） 

③宿泊施設 
受入農家へ宿泊可能な場合があります。不可の場合はお近くの宿泊施設をご案
内します。 

④食事形態 受入農家により異なります。（詳しくは大地まるごと学ＨＰへ） 

⑤そ の 他  
申込みは随時ＨＰから受け付けています。 
お問合せは電話、ＦＡＸ、メールで受け付けています。お気軽に御連絡くださ
い。 

 
（７）地域担当者から一言 
長岡市内の農家さんは、水稲を主としてトマト、なす、きゅうりなどの夏野菜、サトイモ、ネ

ギ、大根などの冬野菜、長岡野菜と言われるズイキやおもいのほか（食用菊）、錦鯉、肉用牛など
を育てています。 
将来は自家菜園をしたい、農業に関する職に就きたい方などから、その知識を得る場として大

変ご好評をいただいています。 
通常、行政が行う農作業体験イベントは参加料が必要ですが、農作業のお手伝いをしていただ

くことが前提のため、参加料が不要なだけでなく、場合により謝礼をお支払いすることがありま
す。 
農業に暇はありませんのでお客様扱いはできませんが、あったかい心で迎えてくれる田舎の農

家さんと交流を楽しんでください。 
 
（８）お問合せ先 
自治体名 

長岡市 
担当部署 
    農林部農政課農村政策係 

担当者氏名
（ふりがな）

  稲 川
いながわ

 美沙子
み さ こ

 
TEL：0258-39-2223（直通） 
FAX：0258-39-2284 

E-mail： nousei@city.nagaoka.lg.jp 
URL：http://www.nagaoka-volaba.jp/ 
応募宛先  〒940－8501   （住所不要）  

長岡市役所 農政課（大地まるごと学事務局）宛 

若者の地方体験交流 募集要項
（料金等の詳細は下記問い合わせ先に確認ください） 

若者の地方体験交流 募集要項
（料金等の詳細は下記問い合わせ先に確認ください） 


